
ユニランSTORY 01

初めて見た義足アスリート。
自信みなぎる姿に釘づけ！

夢佳さん / ユニラン受講時 小学 6 年生

「うわ ?、すごい！ カッコいい！！」

義足で跳ぶように走る佐藤圭太選手を見たときに、夢佳
さんの口から思わずこぼれ出た言葉。夢佳さんが佐藤選手
に出会ったのは、小学 6 年生のときに参加したユニバーサ
ル・ラン＜スポーツ義足体験授業＞（以下ユニラン授業）
でした。初めて間近で見た義足の印象を「最初はちょっと
怖かった…」と話す夢佳さん。でも、佐藤選手が義足を外
して足を見せてくれたり、義足を履いた足でケンケンして
くれたりするうちに、あちこちから「おぉー！」と声が上
がり、どんどん引き込まれていきました。

実際に自分も義足を付けて歩いてみて、その好奇心は驚き
へと変化します。

「思っていたよりも義足は重かったです。歩くときも、バ
ランスを取るのが難しかった。先生に手を引いてもらわな
いと歩けない子も、いっぱいいて。だから、義足でこんな
に軽々と走れる佐藤選手はすごい！と思いました」

夢佳さんの心に何より焼きついたのは、佐藤選手の自信に
満ちあふれた表情と、イキイキと楽しそうに走る姿。「病
気で足を切断してつらい思いをしても、好きなことを見つ
けて頑張っているなんてカッコいい！」と、感動したそう
です。

それまでは、パラスポーツのことも、義足アスリートのこ
ともまったく知らなかったという夢佳さん。ユニラン授業
で間近に触れ合ったことで、義足を履いている人も「自分
たちと何も変わらない」と肌で感じたそう。何よりも佐藤
選手のダイナミックな走りに魅せられ、義足アスリートに
ついてもっと知りたいと思うようになりました。

小学 6 年生のときに参加したユニランの授業で、パラアスリートの佐藤圭太選手（トヨタ自動車所属）の華麗な走りに

魅了された夢佳さん。その後、佐藤選手が出場する陸上大会の応援にも駆けつけるほどに。義足やパラスポーツについ

て知識を深めるうちに、夢佳さんの中にある「夢」が芽生えてきました。
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ライバル選手との大接戦。
パラスポーツってすごい！

ユニラン授業時に、佐藤選手が 3 カ月後に地元・高松で開
催される陸上大会に出場することを知って、競技場まで足
を運ぶと決めた夢佳さん。そのときのことを夢佳さんのお
母さんはこう話します。

「ユニラン授業のときに配られた大会のチラシを持ってき
て、『絶対応援に行く！』と何度も繰り返すんです。あま
りに言うものだから、『じゃあ、お友達を誘って行こうか』
とみんなで出かけました」

大会当日、夢佳さんの目の前で繰り広げられた100m走は、
佐藤選手と、これまで競り合いを重ねてきたライバル選手
たちと息もつかせぬ大接戦となりました。結果は佐藤選手
の勝利！わずかなタッチの差で、佐藤選手が先にゴールへ。
選手たちが繰り広げた迫力のレースに、スタンド全体が沸
いた瞬間でした。

「佐藤選手が走る姿をもう一度間近で見たい」と、この日
を待ち望んでいた夢佳さんでしたが、授業とはまた違う
本気の走りに「めちゃくちゃ速い！ すごい！」と大興奮。
普段はもの静かな夢佳さんが「頑張れー！」と声を張り上
げて応援する姿を見て、お母さんもびっくりしたそうです。

試合のあと、夢佳さんのもとへ佐藤選手があいさつに来て
くれましたが、喜びと照れのせいか、うまく話せなかった
そう。佐藤選手が握手をしようと手を差し出したときは、
どっちの手を出せばいいのかわからずパニックになるほど
だったと、お母さんは笑って振り返ります。

でも、喜びを噛みしめたのは、夢佳さんだけではありませ
んでした。「授業を通じて義足アスリートに興味を持ち、
競技場まで応援に駆けつけてくれる子がいたことが本当に
うれしかった」と佐藤選手は話します。

大会に足を運んだことで、ますます義足アスリートに興味
を持った夢佳さん。「障がいがありながらスポーツに熱中
している人が、こんなにたくさんいるんだ」と、パラスポー
ツという世界の広がりに気づくきっかけにもなりました。

「私も力になりたい」。
胸に芽生えた、未来への想い

ユニラン授業を受けたとき小学 6 年生だった夢佳さんも、
もう中学 3年生。

近ごろは、将来どんな職業に就きたいかを考える時間が増
えたといいます。そんな夢佳さんを見てお母さんは、「数
年前はパン屋さんになるのが夢だと言っていました。でも
ユニラン授業に出会ったことで、ちょっと変化があったみ
たいです」と話します。

「パラスポーツで頑張っている選手たちを、一番近くで支
えられたらいいなって。たとえば義足をつくる人とか、自
分も何かの形でパラアスリートの力になりたいです」

今はそのように話す夢佳さん。幼いころから周りの友達を
助けたり、先生を手伝ったりすることが好きだったという
夢佳さんですが、「選手を一番近くで支えたい」という願
いは、そんな夢佳さんの思いやりが詰まった、大切な未来
の「芽」に違いありません。

ユニラン授業をきっかけに、自分とは遠かった義足やパラ
アスリートという存在がぐっと身近になり、やがてそれは
夢佳さんのなかで小さな夢へと変わっていきました。「義
足を履く人たちをサポートしたい」という、ユニラン授業
を通じて芽生えたその夢は、これからのさまざまな出会い
のなかで、どんな風に育まれていくのでしょうか。

その先にはきっと、夢佳さんにしか描けない未来が待って
いるはずです。
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ユニランSTORY 02

「私も走れるかも」
ユニラン体験会で芽生えた前向きな気持ち

優佳さん / ユニラン体験会参加時 小学 3 年生

「義足はね、メガネみたいなものなんだよ。視力の低い人
がメガネをかけるように、僕は義足を履いているんだ」

ユニバーサル・ラン＜スポーツ義足体験授業＞（以下ユニ
ラン体験会）でそんなことを教わったとき、「なるほど、
そうなんだ！」と目から鱗が落ちるようだったという優佳
さん。当時、優佳さんは小学 3 年生。「義足を履いて走っ
ている人の生の声を聞くことで、子どもたちにいろいろな
気づきがあるかも」と考えたお母さんが、地元の競技場で
行われたユニラン体験会に、優佳さんとお姉さんを連れて
出かけたのが参加のきっかけでした。

この日初めて、義足を履いた人を見たという優佳さん。自
分でもスポーツ義足を付けて歩く体験をするうちに、「義
足はその人の大切な一部なんだ」という実感が深まって
いったといいます。そんな優佳さんの様子を、お母さんは

うれしい思いで見つめていたそうです。

「自分で実際にスポーツ義足を体験するうちに、『障がい者』
とか『健常者』とか、そんな風に区別すること自体おかし
いと感じたみたいです。『病気になったり事故に遭ったり、
人それぞれに違う経験をしていても、みんな同じなんだ
ね』って」

この日はもう一つ、優佳さんにとって忘れられない出会い
がありました。義足を履いて颯爽と走る、池田伸彦選手で
す。実は優佳さんは、小さいころから平らな場所でも転ん
でしまうことが多く、走るのも遅かったためか、体育の授
業にも苦手意識を持っていたといいます。そんな優佳さん
に「一緒に走ろう！」と声をかけ、走り方の手ほどきをし
たのが池田選手でした。

「こんな風にやるとうまく走れるよ」「じゃあ、次は足を上
げてダッシュをしてみよう」とコツを教わるうちに、優佳
さんはだんだん走ることの楽しさに目覚めていきました。
走り方だけではありません。「病気や怪我は大変かもしれ

小さい頃から走ることが苦手だった優佳さん。小学校 3 年生のときに参加したユニランの体験会で、パラアスリートの

池田伸彦選手と出会ったことが大きな転機になりました。今では走ることが大好きになったという優佳さん。優佳さん

の中にどんな変化が起こったのでしょうか？
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「走るって楽しい！」
練習の成果を見せた、1年越しの再会

ユニラン体験会に参加して、「これからもかけっこの練習を
続けていこう」と心に誓った優佳さん。いつかまた池田選
手と一緒に走れる日を夢見て、練習に励む日々がスタート
しました。体育の授業に積極的に参加してみるようになっ
たり、「池田選手にこうやって教えてもらったから！」と正
しいフォームや足上げを意識してみたり、池田選手の教え
を思い出しながら、毎日欠かさず走る練習をするように。

そんな優佳さんの姿を見たお母さんが「池田選手にまた会
わせてあげたい」と、LIXIL にお手紙を届けてくれました。
そのお手紙を受け取った LIXIL スタッフが願いを叶えてあ
げたいと動きます。そして、ユニラン体験会からちょうど
1年が経つころ、ようやく再会のチャンスが訪れたのです。

ワクワクと期待に胸踊らせて、再会の日を迎えた優佳さん。
池田選手と LIXIL スタッフが待つ場所へ、この日のために
用意したプレゼントを抱えて出かけました。プレゼントの
中身は、池田選手の似顔絵と、義足やパラリンピックにつ
いて学んだ内容をまとめた自由研究の画用紙。池田選手に
手渡すと、「久しぶりだね。ありがとう！」とあふれるよ
うな笑顔で受け取ってくれました。

「先生、私あれからかけっこ頑張ったんだよ。練習の成果
を見て！」と優佳さん。いよいよ、1 年間の練習の成果を
披露する時間です。周りのみんなが見守るなか、「ヨーイ
ドン！」のかけ声で、池田選手とともにフロアを駆け出し
ます。「すごく速くなってるね！本当にたくさん練習したん

ないけど、いろいろな人との出会いがあったから、今の自
分があるんだ」と、人と人との関わりの大切さも池田選手
は教えてくれました。

ユニラン体験会が終わるころには、「私も走れるようにな
るかも」と、優佳さんの中に今までにない前向きな気持ち
が芽生えていたといいます。

だね」と驚く池田選手。優佳さんも「スピードを感じなが
ら走れた！ 楽しい！」と、達成感いっぱいの表情でした。

気がつけば、優佳さんにとって苦手だった「走ること」は、
大好きなことへと変わっていました。

勇気を持って踏み出した一歩が、
大きな自信に

池田選手は日ごろから「挑戦」という言葉を胸に刻み、目
標に向かって果敢にチャレンジすることの大切さを会う人
たちに伝えています。「池田選手が諦めずに頑張っている
から、私も頑張ろうと決めました」と、優佳さんも池田選
手の姿勢に影響を受けたひとりです。

幼いころから何ごとにもひたむきで、頑張り屋さんだった
優佳さん。だけど、いつもどこか自信なさげな様子だった
とお母さんは話します。ユニラン体験会に参加してからは、
前向きに挑戦する気持ちが芽生えたおかげか、性格も前よ
り明るくなり、輝くような笑顔を見せるようになりました。
その根っこにあるのは、「自分にもできるんだ」という自信。
「人前で恥ずかしがらなくなった」「受け答えがしっかりし
てきたね」と、ご家族のみなさんもその姿を頼もしく見つ
めています。

池田選手も「優佳さんからお手紙をもらい、ユニラン体験
会から前向きに挑戦していることを知って、刺激をもらっ
たんです。再会したときの明るくて元気な表情を見て、本
当にうれしい気持ちになりました」と話します。

ユニラン体験会を通じて、義足を履いている人も自分と変
わらないことに気づいた優佳さん。そんな気づきと共に、
困難に直面しても挑戦し続ける前向きな姿勢を池田選手か
ら教わりました。

「できない」から「私もできる」へ、大きな一歩を踏み出
した優佳さん。これからさらにワクワクするような歩みが、
その一歩から広がっていくはずです。
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ユニランSTORY 03

義足で走ることの可能性を
教えてくれた佐藤選手

暖太さん / ユニラン受講時 小学 5 年生

暖太さんがパラアスリートの佐藤圭太選手と初めて出会っ
たのは、小学校 3 年生のとき。日常用義足を履いている人
がスポーツ義足を体験できる教室に参加したことがきっか
けでした。

生まれつき足の骨に疾患があったという暖太さん。物心つ
いたときから義足の生活でしたが、体を動かすことは大好
きで、体育の授業や運動会にも日常用義足を履いて参加し
ていました。しかし、日常用義足では参加が難しい競技も
多く、悔しい思いをすることもあったといいます。

義足の教室に参加して初めて、スポーツ義足の存在を知っ
た暖太さん。いつも履いている日常用義足との違いに、と
ても驚いたそうです。

「義足が地面に当たったときの感触が、全然違ったんです。

バネみたいに跳ねて、これなら自分も速く走れるかも、と
ワクワクしました」

それまではパラスポーツのことも、義足のアスリートがい
ることも、ほとんど知らなかったという暖太さん。スポー
ツ義足で軽やかに走る佐藤選手を見て、「カッコいい！ 自
分もこういう風に走りたい！」と、アドバイスをもらいに
行ったのが仲良くなるきっかけに。「走る」ことを通じた、
暖太さんと佐藤選手の交流の始まりでした。

物心ついた時から義足で生活していた暖太さん。パラアスリートの佐藤圭太選手（トヨタ自動車所属）に出会ったのは

小学3年生のときでした。そこから 2 人の「走ること」を通じた交流が始まります。そんなある日、暖太さんが通う学

校に佐藤選手を招待して、ユニランの授業を行うことになりました。

スポーツ義足を知って、
できることの幅がぐんと増えた

「佐藤選手はスポーツ義足のバネの使い方がすごくうまい
んです。体重をうまく乗せて、跳ねるように走る姿がとて
もカッコいい。自分もあんな風に走りたいなっていつも思
います」

佐藤選手のすごさを熱く語る暖太さん。
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佐藤選手はこれまで、たくさんのアドバイスを教えてくれ
たといいます。佐藤選手のアドバイスを実践して、実際に
50m 走のタイムは劇的にアップ。体育の授業や運動会で
も参加できる競技の幅が広がり、運動がさらに楽しいもの
になりました。何より、友だちと一緒にできることがぐん
と増えたのが、暖太さんにとって本当にうれしかったのだ
そうです。

今では、日常用義足からスポーツ義足へのスムーズな付け
替えもお手のもの。カバンにスポーツ義足を入れて登校し、
体育や休み時間の前にパッと付け替えています。スポーツ
義足の独特な形を見て、「何それ、カッコいい！」と驚く
友だちも最初は多かったそうですが、スポーツ義足を履い
て走る暖太さんの姿は、校内でもだんだんと当たり前の光
景になっていったようです。

そんなある日、「スポーツ義足について、学校の友だちに
もっと知ってもらおう」と、佐藤選手を暖太さんの小学校
に招き、ユニバーサル・ラン＜スポーツ義足体験授業＞（以
下ユニラン授業）の授業を開催することになりました。

実際に体験することで
「自分ごと」として考えられる

ユニラン授業の当日、参加してくれた児童のみなさんに「ス
ポーツ義足について知ってる人はいますか？」とまず尋ね
てみると、全員が勢いよく「はい！」と手を上げてくれま
した。他の学校ではなかなか見られない光景です。

だけど、スポーツ義足がどんなものか知ってはいても、実
際に体験したことがある人は暖太さん以外にはいません。
暖太さんにとっての「当たり前」を、学校のみんなに体験
してもらえる、よい機会にもなりました。

初めてのスポーツ義足に苦戦しながらも、独特の跳ねる感
覚がおもしろかったのか、楽しそうな声を上げる児童のみ
なさん。お手本として、佐藤選手が颯爽と走る姿を見せた
ときは「すごい！」と大きな歓声も上がりました。みんな
のリアクションを見て、暖太さんもどこか誇らしげな様子。

暖太さんがいつも履いている義足は、太もも部分から装着
する「大腿義足」。一方、佐藤選手は膝下部分から装着す

る「下腿義足」です。大腿義足は「膝継手」と呼ばれる関
節部分のコントロールが難しく、一般的に下腿義足よりも
走ることへの難易度が高くなります。

佐藤選手はそうしたことも説明。「僕もたくさん練習を積
んで速く走れるようになったけど、僕以上に難しい義足で
走っている暖太くんは、本当にすごいんだよ」という佐藤
選手の言葉に、児童のみなさんもどこかハッとした様子で
した。

「ユニラン授業を終えてから、休み時間に鬼ごっことかに
誘ってくれる友達が前よりも増えた」と暖太さんは言いま
す。周りのみんなも、実際にスポーツ義足を体験したこと
で暖太さんにとっての「当たり前」を知り、義足や暖太さ
んの存在が、ぐっと身近に感じられるようになったのかも
しれません。

将来の夢は
パラスポーツで金メダルを獲ること！

現在は中学校に通う暖太さん。中学からは陸上部に入部し、
他の部員たちと同じように、トレーニングに励む毎日を
送っています。そんな暖太さんの将来の夢は、佐藤選手と
同じパラスポーツの選手になること。そして、パラスポー
ツの大会で金メダルを獲ることです。

「将来の夢を佐藤選手にも話したら、一緒に頑張ろうぜ！ 
と言ってくれたのがすごくうれしかったです。陸上はもち
ろんですけど、水泳や球技など、他のいろいろなスポーツ
にもこれからどんどんチャレンジしてみたいです」

スポーツ義足によって、走ることがぐっと身近なものに
なった暖太さん。日常用義足とスポーツ義足を履き替える
のは、スポーツの時に靴を履き替えるのと変わりません。
ユニラン授業を通して、そうした暖太さんにとっての当た
り前を周りのみんなと分かち合い、より深い心の交流もで
きるようになりました。

スポーツ義足、そして佐藤選手と出会って、大きな夢を見
つけることもできた暖太さん。これからの歩みもとても楽
しみです。
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ユニランSTORY 04

教員生活のさなかに左足を切断、
義足の生活へ

中村さん / ユニラン開催時 学校長

2021 年 3 月まで愛知県の小学校で校長先生を務めていた
中村さん。退職を間近に控えて「児童たちの心に残る授業
を」と実施したのが、ユニバーサル・ラン＜スポーツ義足
体験授業＞（以下ユニラン授業）でした。中村さんには児
童たちにユニラン授業を受けさせたいという想いがありま
した。

実は中村さんご自身も義足のユーザー。教員生活のさなか
に、左足の太もも部分から足を切断しました。手術が終わっ
た後の不安な気持ちを、今でもはっきり覚えているといい
ます。

「手術後に意識を取り戻して、自分の足がなくなっている
のに気づいたときは、わかっていたとはいえショックでし
た。現実を直視したくなくて、しばらくは自分の左足を見
ないようにしていましたね。周りの人が、自分の足で普通
に立っているのを見ただけでも、なんだか泣けてしまって」

手術が終わってしばらく経ち、義足を履いて日常生活を送
るためのリハビリをスタート。もともと運動や体力に自信
があるわけではなかった中村さんは、リハビリ当初は慣れ
ない義足にとても苦労した、と当時を振り返ります。「靴
はどうやって履けばいいんだろう？」「トイレはどうすれ
ばいいんだろう？」と日常生活のイメージも湧かず、疑問
だらけだったとも。

それでも「教員として復帰したい」という熱意のもと、毎
日の地道なリハビリに打ち込みます。その甲斐あってか、
徐々に義足にも慣れていき、数ヶ月後には職場に復帰でき
るまでになりました。そんな中村さんを待っていたのは、
これまでとは“見え方”が異なる世界でした。

愛知県の小学校で校長先生を務める中村さんは、教員生活のさなかに左足を切断。義足ユーザーになりました。校長先
生の職務を務め上げ、退職を間近に控えたあるとき、自身が勤務する小学校でユニランの授業を開催します。その背景
には、中村さんが生徒たちに伝えたかったあるメッセージがありました。

義足になって、初めて見えてきたもの

「職場に復帰してまず思ったのが、義足だとしゃがむのが
難しいため、児童と目線を合わせて話すことが難しくなっ
たということ。それに点字ブロックのような小さな凸凹も
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少し歩きづらかったりして。義足になってから、そういう
難しさについて、よく考えるようになりました」

今まで当たり前にできていた動作が難しくなったり、誰か
のバリアを取り除くためにつくったものが、他の誰かのバ
リアになったりもする。義足になって初めて、そうした社
会に存在するさまざまなバリアや、バリアを取り除く配慮
のあり方もさまざまであることに目が向くようになったと
いいます。

職場復帰後に赴任した小学校は、車椅子の児童も通うバリア
フリーが行き届いた学校でしたが、それでもまだ、校内のい
ろいろな場所にバリアが存在することに気づいたそうです。

「スロープは学校内の各所に設置されていましたが、勾配
が急で義足でも歩きづらく、車いすの児童もそこだけは自
走できなかったりしました。また手すりが片側だけにしか
付いていないような場所も。義足になる以前は、そういっ
た細かいバリアに本当に無頓着でしたね。障がいを障がい
と思わせなくするような工夫がもっと必要だと強く感じ
て、校長の立場になってからは、校内のさまざまな改善に
取り組むようになりました」

自分が義足であることは、児童たちに伝えるべきか迷った
という中村さん。しかし中村さん自身、校内でもたまに転
んでしまうことがあったため、隠すことは不便だと感じ、
率直に伝えることにしました。最初は驚いた児童もいたよ
うですが、すぐに当たり前のものとして、受け入れてくれ
たようです。

そんな中、東京2020 オリンピックや東京2020 パラリン
ピックへの熱が年々高まっていることもあり、「スポーツ」
をきっかけにすることで、児童たちにより義足について親
しみを持ってもらい、多様性を感じてもらえるのではない
か。そんなことを考えるようになったという中村さん。

退職を間近に控えた 2021 年 1 月、パラアスリートの山下 
千絵選手（SMBC 日興証券所属）を迎えて、ユニラン授業
を開催することになりました。

教師生活の最後に伝えたかったメッセージ

ユニラン授業の当日、体育館に集まった児童たちは、ス
ポーツ義足を体験。山下選手にも「トイレやお風呂に入る
ときはどうしているんですか？」「どんなふうに走るんで
すか？」と物怖じしない様子で、次々と質問を投げかけま
す。中村さんもそんな児童たちの様子を笑顔で見つめてい
ました。

山下選手は膝から下の「下腿義足」で、中村さんは太もも
から下の「大腿義足」。ユニラン授業では、同じ義足でも
違いがあることや、人によってバリアの感じ方が違うこと、
そしてそうした違いを踏まえた思いやりが大切であること
を、中村さんからも児童たちに説明しました。

中村さんには今回の開催にあたって、ユニラン授業に期待
するある想いがあったといいます。

「山下選手のように義足でイキイキと活躍している人がいる
ことを児童たちに知って欲しかったんです。私自身、義足
になってからも教師という仕事を続けてこれました。人生
で辛いことやくじけそうなことがあっても『これくらいな
んだ、大したことじゃない！』と前を向く気持ちが大切な
ことを、児童たちにも伝えられたら、と思っていたんです」

困難に直面しても、後ろ向きになるのではなく、くじけず、
ポジティブに前を向くこと。それは中村さんご自身が義足
になってから学んだ「生きる姿勢」でもありました。

実際にスポーツ義足を体験したことで、そうした中村さん
の想いが自分ごととして伝わったのか、授業後に「校長先
生は義足なのに、朝はいつも正門に立って、みんなに笑顔
で挨拶してくれる。それが本当にすごいことだと気づいた」
と、感想を寄せてくれた児童さんがいたことが、本当にう
れしかったそうです。

「自分が義足になって初めてわかったことがたくさんあり
ます。何より感じたのが、障がいを障がいと感じさせなく
するような工夫が、社会にはもっともっと必要だというこ
と。自分が障がいを抱えて得た気づきを、児童たちにも最
後に伝えられた気がします」

ユニラン授業を振り返って、そのように語る中村さん。多
様性についてはもちろん、いろいろな目線を持つことの大
切さや、画一的ではない相手に合わせた思いやりや配慮の
心を持つことの大切さも伝えられた気がする。そのように
も話してくれました。

教師生活を締めくくるような授業として、中村さんにとっ
ても、生徒たちにとっても、心に残る授業となったようです。
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